
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
事

業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

こ
数
年
、「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改

正
」、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
」、「
デ

ジ
タ
ル
化
」
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
新
た
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
新
法

が
施
行
さ
れ
、
会
員
に
対
し
て
の
配
分

金
額
や
仕
事
内
容
、
完
成
の
時
期
等
を

明
示
し
た
契
約
内
容
を
書
面
や
電
子
デ

ー
タ
で
の
交
付
が
義
務
化
さ
れ
契
約
方

法
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
変
化
を
敏
感
に

受
け
止
め
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
経
営
マ

イ
ン
ド
を
培
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に
、

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
見

直
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
新
た
な
手
法

を
取
り
入
れ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
安
定
運

営
を
図
り
な
が
ら
、
会
員
と
発
注
者
の

幸
せ
、
そ
し
て
地
域
へ
の
貢
献
、
発
展

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
基
本
理
念
で

あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
も
と
「
安
全
、
か
つ
適
正
な
就
労
」

を
基
本
と
し
て
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
の
発
展
を
図
り
、

魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
会
員
皆
様
に
と
っ

て
明
る
く
、
活
力
と
希
望
に
満
ち
た
幸

多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
の
挨
拶

理
事
長

　
星
田
　
光
浩

新
年
の
ご
挨
拶

令和6年1月1日発行
公益社団法人
和歌山市シルバー人材センター
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

市
政
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ

れ
て
こ
ら
れ
た
知
識
と
経
験
に
よ
り
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染
症
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
日
々

の
生
活
や
会
員
活
動
に
お
い
て
大
変
な

ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
皆
様
の
創
意
工
夫
に
よ
り
困
難
を

乗
り
越
え
、
現
在
も
精
力
的
に
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
健
康
寿
命
が
世
界
一
の
長

寿
社
会
を
迎
え
、「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
と
し
て
高
齢
者
の
方
々
が
元
気
で

生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い
け
る
地
域
社

会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

就
業
機
会
の
提
供
・
生
き
が
い
創
出
に

ご
尽
力
い
た
だ
く
和
歌
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の

方
々
を
は
じ
め
全
て
の
市
民
が
、
将
来
に

夢
や
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
和
歌
山
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、「
自
主・

自
立
、
共
働・共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
木
本
地
区　
村
岡
俊
平
）

今
回
で
二
回
目
と
な
っ
た
音
楽
会
、

老
若
男
女
合
わ
せ
て
56
名
の
参
加
を
頂

き
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
が
流
れ
会
場
の
雰

囲
気
が
一
変
、
あ
の
南
国
の
あ
ま
っ
た

る
い
空
気
感
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
が

思
い
浮
か
ぶ
。

シ
ル
バ
ー
木
本
班
会
員
の
冷
水
さ
ん

他
ミ
リ
ミ
リ
の
メ
ン
バ
ー
４
名
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
ド
レ
ス
・
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
、
第

一
部
の（
南
国
の
夜
）か
ら
始
ま
っ
た
。

ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
が
響
き
渡
る
、
そ

こ
に
歌
が
加
わ
り
ギ
タ
ー
の
響
き
が
心

地
よ
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
第

二
部
に
入
り
演
奏
に
合
わ
し
て
み
ん
な

で
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
掛
け
声
、

歌
の
内
容
か
ら
時
代
背
景
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
照
ら
さ

れ
る
歌
詞
で
歌
い
会
場
が
最
高
潮
、
又

合
間
に
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
が
あ
り
、
当

た
っ
た
人
に
は
曲
に
相
応
し
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
渡
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

最
後
に
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

木
本
班
班
長
、副
班
長
に
よ
る
歌
、「
高

校
三
年
生
」
班
長
が
セ
ー
ラ
ー
服
、
私

は
学
生
服
、
後
方
で
出
番
を
待
ち
な
が

ら
少
し
緊
張
気
味
、
リ
ー
ダ
ー
の
合
図

で
場
内
へ
、「
皆
さ
ん
の
大
歓
声
」
う

れ
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら
、
75
歳

の
初
体
験
で
無
事
歌
い
き
る
。

又
事
務
局
か
ら
も
局
長
さ
ん
に
参
加

し
て
頂
き
、
会
員
募
集
等
の
話
し
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
コ
ー
ナ
ー

み
ん
な
で
楽
し
む
音
楽
会

（
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
）

市
長
の
挨
拶

和
歌
山
市
長

　
尾
花
　
正
啓
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（
木
本
地
区　
宮
原
芳
雄
）

9
月
29
日
、
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
仲
良

し
四
人
組
は
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
で
開

催
さ
れ
た
和
歌
山
の
地
酒
を
楽
し
む
会

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
18
時
30
分
か
ら

で
し
た
の
で
18
時
過
ぎ
に
行
っ
た
ら
受

付
は
長
蛇
の
列
、
何
と
呑
助
の
多
い
こ

と
か
。
会
場
に
は
13
の
酒
造
会
社
、
50

種
類
の
地
酒
が
ず
ら
り
と
並
び
壮
観
で

し
た
。
何
せ
50
種
類
を
飲
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
早
速
12
の
升
目
に
区

切
っ
た
容
器
を
貰
い
先
ず
は
自
分
の
好

き
な
酒
12
種
類
を
テ
ー
ブ
ル
へ
持
ち
帰

り
、
味
合
う
間
も
な
く
又
違
う
種
類
の

酒
を
も
ら
い
に
と
、
こ
れ
を
何
回
か
繰

り
返
し
最
後
は
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
ま
し

た
。
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

美
味
し
い
料
理
も
堪
能
し
ま
し
た
。
来

年
も
あ
る
そ
う
で
す
よ
！

　
（
吹
上
地
区　
辻　
隆
士
）

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
特
殊
詐
欺

や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
ニ
ュ
ー
ス
。

和
歌
山
県
で
は
、
9
月
末
迄
に

2
億
２
，
３
０
０
万
円
（
既
に
昨
年
一

年
間
の
1.3
倍
）
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発

生
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
我
々
高
齢
者

は
、
注
意
力
・
判
断
力
・
瞬
発
力
が
低

下
す
る
傾
向
に
あ
る
と
共
に
依
頼
心
も

強
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

か
か
る
状
況
下
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
結
果
的
に
高
齢

者
が
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。（
被
害
者
の
内
60
歳

以
上
が
71
％
を
占
め
る
）
今
一
度
基
本

に
立
ち
返
り
特
に
他
人
事（
ひ
と
ご
と
）

と
考
え
ず
に
自
分
事
と
捉
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

受
講
資
料
よ
り
私
が
特
に
留
意
す
べ

き
と
考
え
ら
れ
る
最
近
の
事
例
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
通
り
で
す
。

①
「
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
が
当
た
り

ま
し
た
」
は
詐
欺
！

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
を
装
う
サ
ギ
メ
ー
ル
・
電

話
に
注
意
！

③
「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
は

サ
ギ
！

④
（
警
察
・
金
融
機
関
か
ら
）「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
交
換
（
渡
せ
）」
は

詐
欺
！

⑤
（
市
町
村
職
員
を
名
乗
り
）「
保
険

料
を
還
付
す
る
」
は
サ
ギ
！

⑥
（
コ
ン
ビ
ニ
で
）
電
子
マ
ネ
ー
を
買

っ
て
送
れ
（
番
号
を
教
え
て
）」
は
サ

ギ
！

⑦
架
空
料
金
請
求
詐
欺
（
架
空
の
未
払

料
金
を
口
実
に
し
、
手
口
別
詐
欺
で
は

62
％
を
占
め
る
）
等
々
、
こ
の
よ
う
な

話
が
あ
れ
ば「
全
部
サ
ギ
だ
」と
疑
い
、

０
１
２
０
︲
５
０
８
︲
８
７
８
（
※
）

へ
確
認
電
話
を
！
（
こ
れ
は
︲
わ
な
や

へ
電
話
）

ぐ
っ
と
飲や

ろ
う

紀
州
の
清さ

酒け

を
楽
し
む
会

和
歌
山
県
警
察
本
部
講
習
会
を
受
講

し
て（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
特
殊

詐
欺
講
習
）
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※
和
歌
山
県
警
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
。　
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ

も「
詐
欺
被
害
」に
遭
わ
な
い
よ
う「
自

分
の
身
は
自
分
で
」
守
り
ま
し
ょ
う
！

（
本
町
地
区　
原　
光
平
）

11
月
24
日
、
穏
や
か
な
天
候
の
中
、

JR
和
歌
山
駅
か
ら
貴
志
川
線
に
乗
っ
て
、

「
伊
太
祁
曽
神
社
と
大
国
主
神
社
」
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

伊
太
祁
曽
神
社
で
は
、
本
殿
、
脇
殿
、

氣
生
神
社
、
蛭
子
神
社
、
御
井
社
、
祇

園
神
社
を
見
学
、
さ
ら
に
６
世
紀
頃
の

と
き
わ
山
古
墳
の
石
室
も
覗
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
電
車
に
乗
り
、
甘
露
寺
前

で
下
車
し
、
古
墳
が
点
在
す
る
平
池
緑

地
公
園
の
周
り
を
心
地
よ
い
風
に
吹
か

れ
な
が
ら
歩
き
、
大
国
主
神
社
に
向
か

い
ま
し
た
。
大
国
主
神
社
で
は
、
薬
師

寺
や
神
楽
殿
な
ど
を
見
学
し
、
真
っ
赤

に
色
づ
い
た
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
で
、
語
り
部
の
寒
川
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
の
由
来
や
歴
史
的
な
エ
ピ

ー
ソ
ー
ド
な
ど
を
解
説
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
と
て
も
中
身
の
濃
い
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。
特
に
素
戔
嗚
尊
や
そ

の
息
子
の
五
十
猛
命
、
大
国
主
命
の
逸

話
が
興
味
深
く
、
日
本
の
神
話
や
紀
州

の
歴
史
を
学
び
直
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
是
非
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
和
歌
山
の
魅

力
を
再
発
見
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
西
脇
地
区　
上
田
喜
一
）

百
姓
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
学
校

か
ら
帰
る
と
、
春
は
田
植
え
、
夏
は
草

取
り
消
毒
、
秋
は
稲
刈
り
収
穫
、
冬
は

わ
ら
草
履
を
は
い
て
の
麦
踏
み
を
し
て

育
ち
、
体
に
染
み
つ
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

つ
。社

会
に
出
て
か
ら
も
、
人
の
土
地
を

借
り
て
50
年
以
上
野
菜
づ
く
り
を
し
、

定
年
後
も
76
歳
の
現
在
ま
で
続
け
、
今

で
は
私
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
の
源
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
元
の
シ
ル
バ
ー
会
員
４
人

の
飲
み
仲
間
に
よ
る
ほ
ぼ
月
一
の
飲
み

会
と
、
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
、
時
々
の

酒
祭
り
イ
ベ
ン
ト
や
う
ま
い
も
ん
旅
。

そ
し
て
今
回
は
、
わ
が
農
園
で
の
野

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て

秋
の
収
穫
祭
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菜
の
収
穫
祭
、
冬
野
菜
が
約
30
種
、
春

野
菜
10
種
類
が
育
っ
て
い
る
。
今
夏
の

暑
さ
に
よ
る
冬
野
菜
の
収
穫
遅
れ
は
あ

る
も
の
の
、
仲
間
と
集
い
、
人
生
を
大

い
に
楽
し
ん
で
い
る
。

素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
、
と
も
に

今
宵
も
乾
杯
！（

砂
山
地
区　
山
田
和
男
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
業
務
に

従
事
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

対
面
業
務
と
い
う
こ
と
で
、
多
少
不

安
を
持
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
始

め
か
ら
多
く
の
人
が
申
込
に
訪
れ
、
１

時
間
待
ち
の
状
態
で
余
裕
を
も
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
応
対
に
満
足
し

て
く
だ
さ
り
「
説
明
よ
く
わ
か
っ
た

わ
。
あ
り
が
と
う
。」
と
帰
ら
れ
る
お

客
様
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
ほ
っ
と
し
て

次
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

中
に
は
カ
ー
ド
を
利
用
し
な
い
か
ら

と
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
う
お
客
様
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
不
満
を
言
う

お
客
様
と
様
々
で
し
た
。

比
較
的
若
い
人
の
方
が
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
、
年
を
重
ね

て
も
柔
軟
さ
を
な
く
さ
な
い
で
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
（
10
月
）
に
実
施
し
た

各
地
域
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
の

集
合
写
真
で
す
。

○
木
本
地
区
地
域
班

令
和
５
年
10
月
11
日　
会
員
23
名
が

参
加
し
て
木
本
八
幡
宮
内
の
落
葉
清

掃
、
除
草
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
西
脇
・
加
太
地
区
地
域
班

令
和
５
年
10
月
26
日　
会
員
13
名
が

参
加
し
て
県
道
西
脇
山
口
線
（
松
源
西

庄
店
～
三
ツ
池
下
ま
で
）
の
歩
道
の
清

掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
貴
志
地
区
地
域
班

　
令
和
５
年
10
月
30
日　
会
員
22
名
が

参
加
し
て
県
道
西
脇
山
口
線
（
次
郎
丸

交
差
点
～
土
入
児
童
公
園
ま
で
）
の
歩

道
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！

日
頃
か
ら
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
安
全

就
業
・
健
康
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援

業
務
に
就
い
て

安
全
就
業
を
目
指
し
て
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インターネットを利用した会員向けの情報サービスです。
開始にあたり、まず会員さんには利用登録の申込みをおこなっていただきたいと
思います。

どどんんななササーービビスス？？？？？？

センターから発信された仕事に関連する情報などをパソコンやスマホから簡単に
見ることができる会員専用のページです。
センターからの情報を受取るためには利用登録の手続きが必要となりますが、利用
そのものは無料です。
※インターネット接続の通信料のみ必要

センターからの様々な情報がすぐに確認可能
　  最新の就業情報
　 センターからの特定の会員に必要な情報の発信
　　（主に就業依頼書・受注票の確認・会議等の通知・講習会への出欠など・・・）

1 　センターへサービスの申込み
↓

2 　センターからログインIDとパスワードを発行
↓

　 3 　Smile to Smile　WEBサイトにログインする。
↓

4 　新しいパスワードとメールアドレスを登録して手続きを行う。
↓

5 　サービス利用開始(^^)/

　　簡単で便利なサービスですので、
　　　ぜひ利用登録して活用していただきたいと思います。

※利利用用登登録録のの申申込込みみ・・おお問問いい合合わわせせはは、、セセンンタターー  ☎☎  ４４３３１１－－１１２２７７００  ままでで

　利 用 登 録 の 流 れ

                               （スマイル  トゥ スマイル）のご案内

　「Smile to Smile（スマイル トゥ スマイル）」とは令和６年１０月より開始します

SSmmiillee  ttoo  SSmmiillee（（ススママイイルル  トトゥゥ  ススママイイルル））っってて・・・・・・

  メメ  リリ  ッッ  トト

会員専用WEBページ
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